
第３学年算数科学習指導案＜修正＞ 
  平成２５年７月１日（月）５校時 

  第３学年１組 計３５名 
                                                          授業者 川端 幸子 

        
１  単元名  「わり算」 
 
２  単元の目標 
  ・除法の意味について理解し、それを用いることができるようにする。 
  ・除法が用いられる場面を式にしたり、式を読み取ったりすることができるようにする。 
 

３  評価規準 
算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

・除法の意味や計算の仕方

を、乗法や減法と関連付

けて考えようとしてい

る。 

・簡単な場面について、除数

が１位数で商が２位数の

除法の計算の仕方を考え

ている。 

・除数と商が共に１位数

である除法の計算が

確実にできる。 

・包含除や等分除など、整

数の除法の意味につい

て理解している。 

・除法と乗法や減法との関

係について理解してい

る。 

・除法の式に表したり、式

を読み取ったりすること

に関心をもち、いろいろ

な場面を式に表そうとし

ている。 

・除法が用いられる場面を具

体物や図などを用いて考

え、式に表している。 

・除法の式を具体的な場面に

結びつけてとらえている。 

・除法が用いられる場面

を式に表したり、式を

読み取ったりするこ

とができる。 

・式に表したり、式を読み

取ったりすることを通

して、除法が用いられる

場面の数量の関係につ

いて理解している。 

 

４ 教材観 
（１）等分除と包含除 
除法が用いられる場面には、大別すると次の二つがある。 
一つは、ある数量がもう一方の数量のいくつ分であるかを求める場合で、包含除と呼ばれている。他

の一つは、ある数量を等分したときにできる一つ分の大きさを求める場合で、等分除と呼ばれている。 
等分除の「○人で同じ数ずつ分ける」ということは日常生活でよくみられる光景であり、体験を通し

てどのように分けたらよいかを理解している児童が多い。しかし、図を使って表現する場合、表しづら

く見にくいものになりやすい。そのため、説明を加えたり具体物操作を通したりして、どのように分け

たかということを理解させていくことが必要である。 
 包含除の「○個ずつ分けるとき、何人に分けられるか」ということは、日常生活においてあまりない

場面のため、体験している児童も少ないのではないかと考える。ただ、○個ずつ分けるという考えは図
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を用いて説明しやすい。具体的操作でも「全体の数から○個ずつ引く」という操作を繰り返すことで、

視覚的にも捉えやすいと考える。 
等分除と包含除を比較したとき、包含除の操作 

はわかりやすく「除く」という意味に合致するた 
め、包含除を先に指導することが望ましいのでは 
ないかと考える。また、包含除から指導した場合、 
等分除でも「○人に１個ずつ配った１回分の個数 
のまとまり」としてみれば、包含除と同様に同数 
累減の考え方で説明できる。（図１） 
 
 
（２）除法と乗法の関係 
 除法は、乗法の逆算ともみられる。そこで、除法の場面を 
乗法で表し、被乗数と乗数のどちらを求める場面にあたって 
いるかを考えさせることで、等分除と包含除の意味を明確に 
理解することができると考える。（図２、図３） 

ここでは、言葉や図などと関連付けながら、「乗法におけ 
る乗数や被乗数が、除法における除数に当たる」など、除法 
の式の意味を乗法の式の意味との関係から捉えていくことが 
できるようにすることも大切である。 
また、「1 つ分の数」を求めるわり算なのか、「いくつ分」 

かを求めるわり算なのかを明確にできることは、第５学年で 
学習する「小数のわり算」、第６学年で学習する「分数のわ 
り算」等で、文章や数直線をもとに立式する場合にも重要と 
なってくる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１（等分除の場面） 
１２このあめを、４人で同じ数ずつ分けます。 
１人分は何こになるでしょうか。 

 
１回 ●   ●   ●   ●   
２回 ○●  ○●  ○●  ○●  
３回 ○○● ○○● ○○● ○○● 
 
 １回に４個ずつ減っていく。 
  （１２－４－４－４＝０） 

図２ 
等分除…1 つ分の数を求めるわり算 
  12  ÷ ４  ＝ ３ 
（全部の数）÷（いくつ分）＝（1 つ分の数） 

   ↓ 
□  × ４  ＝ 12 

（１つ分の数）×（いくつ分）＝（全部の数） 

 

包含除…いくつ分かを求めるわり算 
12  ÷ ４  ＝ ３ 

（全部の数）÷（1 つ分の数）＝（いくつ分） 

    ↓ 
４  × □  ＝ 12 

（１つ分の数）×（いくつ分）＝（全部の数） 

 
（図３） 
「わり算はかけ算の逆算である」という理解→ Ａ×Ｂ＝Ｃ のＡまたはＢがわからないときに、 
                      Ｃ÷Ｂ または Ｃ÷Ａ で求める。 
 
   1 つ分の数 × いくつ分 ＝ 全部の数 

Ａ  × Ｂ  ＝Ｃ 

 ？      ＝Ｃ   ÷   Ｂ （等分除） 

        ？  ＝Ｃ   ÷   Ａ （包含除） 
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（３）本単元の指導 
（１）で述べたように、包含除から学習を進めた方が児童にとってわかりやすいのではないかと考え

た。しかし、等分除も包含除と同じ意味である、とおさえると、（２）で述べたように、「1 つ分の数を求

めるわり算」か「いくつ分を求めるわり算」かの違いを明確にすることができない。 
今回は、除法と乗法の関係から、等分除と包含除の意味理解を図ることに重点をおくこととし、等分

除を指導した後で、包含除を指導する。 
 
 
５ 児童の実態 

算数の学習に意欲的で、課題解決に向けて自分なりに考えようとする児童が多い。一方で、基礎基本

の定着度や理解する速さには個人差があり、個別指導を必要とする児童もいる。 
 算数の学習に対しての意識調査で「算数の授業で楽しいときは、どんなときですか。」という問いでは、

「テストでよい点数がとれたとき」94％、「わからないことがわかったとき」69％、「自分の考えを友だ

ちや先生がわかってくれたとき」69％と、楽しいと答えた割合が高かった。反対に数値が低かった項目

は、「自分の考えをノートにかいているとき」29％、「自分の考えを発表しているとき」31％、「計算をし

ているとき」34％、「応用問題や文章題を解いているとき」34％であった。このことから、本学級の児童

は、わからないことがわかったり、よい点数がとれたりしたときに、充実感を味わい算数が楽しいと感

じていることがわかる。また、自分の考えをかいたり発表したりすることに苦手意識をもっている児童

もいるものの、自分の考えを友だちや先生がわかってくれたときには、楽しいと感じることがわかった。 
 本単元のレディネステストの結果では、２年生で学習する乗法九九がまだ定着していない児童が数名

いて、７×６、６×７、７×４、４×７、６×８、８×６等で誤答があった。また、かけ算の意味理解

が定着していない児童も数名いて、乗数と被乗数を逆に書いて立式したり、４×３の式で３×４の図を

描いたりする誤答があった。 
 以上のことから、本単元では「分ける」ことの意味を、具体物や図を用いて丁寧に指導していく。こ

れまでの学習でも意識して取り組んできたように、自分の考えを図や式、言葉に表す活動や、自分の考

えを友達に説明する活動を通して、考えることの楽しさに気付かせていきたい。また、課題把握の場面

を丁寧に指導し、見通しをもって課題解決に取り組めるようにしたり、自力解決時に個別に助言をした

り、児童同士の話し合いの時間を確保したりすることで、できる喜びを全員に味わわせられるよう努め

る。 
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６ 指導の手立て 
 
 
 
 
 
 
○単元計画の工夫 

等分除の意味と商の求め方（２時間）、包含除の意味と商の求め方（２時間）の学習のあと、本時を設

定した。第１時～第４時の等分除と包含除の学習で扱う数値を同じにし、図や式の比較がしやすいよう

工夫した。 
 
○具体物の操作、図の表現 
 わり算の意味を学習する場面では、具体物を操作し、「等しく分ける」ことや「同じ数ずつ分ける」こ

との意味をしっかりイメージできるようにする。また、操作したことを図で表し、式で表現することで、

理解が深まるようにする。 
 
○問題作りを通して２種類のわり算の違いを意識させる 
 本時では、8 個のいちごを見せ、８÷２という式から問題を作成する。この時、「１つ分の数を求める」

問題と「いくつ分を求める」問題を比較検討し、等分除と包含除の意味や求めるものが違うことについ

て考えることができるようにする。 
また、商はかけ算を使って求められることに気付かせ、等分除と包含除では、求めるものが違うこと

を明確にしていく。 
 さらに、適用問題で１０÷２の問題作りを行い、等分除と包含除の意味が理解できているかを評価す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わり算の問題作りを行い、問題を比較する活動を通して、わり算には１つ分を求めるわり算（等分除）

といくつ分を求めるわり算（包含除）の２種類があることを理解する。 

かけ算とわり算の関係を丁寧に指導する。 
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７ 単元の系統 
 

 
 
 
 
  
  [10 かけ算(1)]         [2 かけ算] 
  [11 かけ算(2)]         [5 かけ算の筆算]           [2 わり算] 
  [12 かけ算(3)]                         [5 １けたでわるわり算]                                 
 
 

[7 2 けたでわるわり算] 
                                

   
                 [6 わり算] 

                                 [16 小数のかけ算とわり算] 
 

[7 あまりのあるわり算]       
                                 [5 小数のわり算] 
            

                 [14 2 けたのかけ算]       [4 分数のわり算] 

  
 
第 2 学年では、九九の意味理解や構成の学習を実施した後、暗唱に取り組んできた。9 割程度の児童が

九の段まで暗唱することができた。第 3 学年「かけ算の筆算」の単元でかけ算九九の確認を行ったとこ

ろ、忘れてしまっている段があったり、他の段と答えが混同していたりする児童がいることが分かった。

また、4 年生でも、九九が苦手なためわり算でつまずいている児童がいる実態があることがわかった。 
本単元では、かけ算とわり算とを関連付けて考え、何を求めているのかを明確にした上で立式するこ

とができるようにする。ここで学習したことは、第 4 学年以降の学習にもつながっていく。 
第 4 学年「１けたでわるわり算」の中には、「どんな式になるかな」という学習がある。ここでは、問

題文や数直線から数量の関係をとらえ、除法になるか乗法になるかを判断し式を立てる。1 つ分の数×

いくつ分＝全部の数 のどこを求める問題なのかを読み取らなければならない。第 5 学年「小数のわり

算」や第 6 学年「分数のわり算」においても、「わり算はかけ算の逆算だから、÷小数、÷分数ができる」

という考え方や、「1 つ分を求める計算だから等分除で求める」という考え方が重要になる。 
 
 
 

  第 2 学年 
 
  

  第 3 学年   第 4 学年 

・乗法の意味 
・1~9 の段の九九 

・0 の乗法・きまり 
・何十，何百×1 位数 
・乗法の筆算・暗算 

・除法の意味 
・九九 1 回適用の除法（余

りなし）,1 や 0 の除法 
・除数が１位数で商が 2
位数の除法（簡単な場合） 

・九九 1 回適用の除法 
（余りあり） 
 

・（2,3 位数）×（2 位数） 
 

・除法の筆算形式 
・（被除数）＝（除数）×

（商）＋余り 
・（1~3 位数）÷（1 位数） 
 
 

・除数が 2 位数の除数 
・除法や乗法のきまり 
 

  第 5 学年 

  第 6 学年 

・小数÷整数 
・整数÷整数＝小数 
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８ 指導・評価計画 

小
単
元 

時 

学習内容 評価の観点 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

わ
り
算 

１ 

・「１２個のチョコレートを

４人で分ける」場面につい

て話し合う。 

・「１２個のチョコレートを

４人で等分するとき」の１

人分の個数を、操作を通し

て考え、等分除の意味をと

らえる。 

・除法の式の表し方を知る。 

○等分除が用い

られる場合を具

体的な操作に置

き換えたり図に

表したりするこ

とでその意味を

とらえようとし

ている。 

○除法が用いら

れる場面を具体

物や図などを用

い て 考 え て い

る。 

  

２ 

・等分除の場面で、２４÷

６の答えの求め方を考え

る。 

・除法の答えと乗法の被乗

数との関係を考える。（□×

６＝２４） 

・乗法九九で除法の答えを

見つける。 

 ○等分除の場面

を乗法と関連付

けてとらえ、具

体物を操作した

り、図に表現し

たりしながら、

乗法九九に着目

して、答えを見

付ける方法を考

えている。 

 ○除法と乗法

や減法との関

係について理

解している。 

３ 
・「12 個のクッキーを１人に

４個ずつ分けるとき」の１

人分の個数を、操作や図に

表すことを通して包含除の

意味をとらえる。 

・除法の式に表す。 

 ○除法が用いら

れる場面を具体

物や図などを用

い て 考 え て い

る。 

 

 ○包含除が用

いられる場面

のときも、除法

の式に表すこ

とを理解して

いる。 

４ 

・包含除の場面で２４÷６

の答えの求め方を考える。 

・除法の答えと乗法の乗数

との関係を考え、説明する。

（６×□＝２４） 

・乗法九九で除法の答えを

見付ける。 

 ○包含除の場面

を、乗法と関連

付けてとらえ、

乗法九九によっ

て答えが見つけ

られることを説

明している。 

 ○包含除が用

いられる場面

のときも、除法

の式に表すこ

とを理解して

いる。 
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５
（
本
時
） 

・８個のいちごの絵を見

て、８÷２の式になる問題

を作る。 
・２つの問題（等分除、包

含除）の違いを考え、発表

しあう。 
・２つの除法についてまと

める。 
・１０÷２の式になる除法

の問題を２種類作る。 

 ○２つの問題

を比較し、除法

の意味の違い

を考えている。 

 ○２つの除法

の意味の違い

を理解してい

る。 
 

６ 

・除法の問題を作り、友達

同士で問題を解き合う。 
  ○除法が用い

られる場面を

式に表したり、

式を読み取っ

たりすること

ができる。 

○等分除や包

含除の除法の

意味について

理 解 し て い

る。 

７ 

・除法の計算練習をする。 
・わり算の本を作る。 
 

○日常場面の中

から、除法が用

いられる場面を

見つけ、わり算

の本作りを楽し

もうとする。 

 ○除数と商が

共に１位数で

ある除法の計

算ができる。 

 

１
や
０
の
わ
り
算 

８ 

・クッキーの数が１２個、

４個、０個のとき、それぞ

れ４人で等分する場合の

式と答えを考える。 
・答えが１になる場合と０

になる場合の除法につい

てまとめる。 
 

 既習の除法の

意味をもとに、

答えが、1 や 0
になる除法や、

1 でわる除法の

場面をとらえ、

その計算の仕

方を考えてい

る。 

  

計
算
の
き
ま
り
を
使
っ
て 

９ ・計算の決まりを使って

36÷３の計算の仕方を考

える。 
・乗数や除数が一定になる

式の間に成り立つきまり

を見つける。 

 ○図や既習の

乗法や除法を

用いて、答えを

見つける方法

を考えている。 
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10 ・80÷４の計算の仕方を考

える。 
・除法の筆算の仕方を知

る。 

 ○図や既習の

乗法や除法を

用いて、答えを

見つける方法

を考えている。 

  

11 

・生活に関する除法を活用

して、問題を考える。 
 

 ○除法の式を具

体的な場面に結

び付けてとらえ

ている。 

○図をもとに

除法の式を立

てて計算でき

る。 

 

れ
ん
し
ゅ
う 12 

・既習事項の理解を深め

る。 
  ○除数と商が

共に１位数で

ある除法の計

算が確実にで

きる。 

 

力
だ
め
し 

13 

既習事項の確かめをする。    ・除法が用い

られる場面の

数量の関係を

理 解 し て い

る。 
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９ 本時のねらい 
・等分除と包含除の問題を比較することを通して、わり算には１つ分を求めるわり算といくつ分を求め

るわり算の２種類があることを理解する。 
 
１０ 本時の展開（５／１３） 
 ■学習活動  発問（Ｔ）と予想される児童の反応（Ｃ） ●留意点 ☆評価 ★手立て 

課

題

把

握 
・ 
見

通

し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自

力

解

決 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■課題を把握し、課題解決の見通しを立てる 

Ｔ1 今日は、わり算の問題作りをします。 

Ｔ2 ８個のいちごがあります。 
このいちごを、８÷２の式に合うよ 
うに分けたいと思います。 
どんな分け方があるでしょうか。 

Ｃ1 ８個のいちごを、２人で分ける。 
Ｃ2 ８個のいちごを、２皿に分ける。 
Ｃ3 ８個のいちごを、２個ずつ分ける。 
 
 
＜T3C4567が削除＞ 

Ｔ3 それでは８÷２になる問題を作ってみましょう。 
問題の場面を、絵や図にかきましょう。 
式と答えも書きましょう。 

 
 
 
■８÷２の問題を作る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●いちごのイラストを掲示し、課

題を捉えやすくする。 
 
 
 
●分け方や問題に出てくるキー

ワードを確認することによっ

て、見通しをもって課題解決が

できるようにする。 
 
 
●後で問題を比較しやすくする

ため、問題・図・式・答えをか

く欄を明確にしたワークシー

トを使って問題作りの活動を

行う。 
 
 
●少なくても１人が１つ問題を

作ればよいこととする。 
★ヒントコーナーを設け、問題作

りが難しい児童には、既習のわ

り算の問題や見通しで挙がっ

たことを振り返り、どんな分け

方で問題ができるかを考える

よう助言する。 
★問題作りが終わった児童には、

２つ目の問題を作るよう促し

たり、答えの求め方を尋ね、書

くよう助言したりする。 
 

８÷２の式になる問題を作って、答えをもとめましょう。 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

Ａ １つ分の数を求めるわり算 

（等分除） 

８このいちごを、同じ数ずつ

２人に分けます。１人分は何

こになるでしょうか。 

 

  ● ● ● ●  

 

  ● ● ● ●  
 
式 ８÷２＝４ 

答え ４こ 

 

 

Ｂ いくつ分かを求めるわり算  

（包含除） 

８このいちごを、１人に２

こずつ分けます。いちごは

何人に分けられるでしょう

か。 

   
●   ●  ●  ● 

●   ●  ●  ● 
  
 式 ８÷２＝４ 
答え ４人 
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集

団

検

討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■２つの問題を比較する 

Ｔ4 ＡさんとＢさんの、２人が作った問題を見て下さい。 

   次の問題はどちらの問題と同じ（似ている）でしょう。 

Ｃ4 Ａの問題に似ています。 

Ｔ5 どうしてそう思いましたか。 

Ｃ5 「同じ数ずつ２人に分けた」からです。 

Ｃ6 図を見ると、２つずつ囲んであるからです。 

 

Ｔ6 では、自分が作った問題を見て下さい。ＡとＢ、どち

らの問題と同じですか。同じだ、似ているな、と思う

問題に、自分の名前のマグネットを貼りましょう。 

 

Ｔ7 Ａ・Ｂ２つの問題や図、式、答えを比べて、同じとこ

ろや違うところはありますか。気付いたことを発表し

ましょう。 

Ｃ7 どちらも、式が８÷２で同じです。 

Ｃ8 答えがどちらも４です。 

Ｃ9 どちらも８÷２だけど、Ａは２人の２、Ｂは２こずつ

の２で、意味が違います。 

Ｃ10 図を見ると、●の囲み方が違います。Ａは４こずつ、

Ｂは２こずつ囲んであります。 
Ｃ11 答えはどちらも４です。だけど、Ａは４こ、Ｂは４人

で、答えの単位が違います。 

Ｔ8 式も答えも同じなのに、どうして４こと４人で違うの

でしょう。 
Ｃ12 ＡとＢは、問題で聞かれていることが違っています。 
   Ａは「1 人分は何個」、Ｂは「何人に分けられるか」。 
 
Ｔ9 なるほど。答えは同じ４でも、意味が違うのですね。

この答えの４は、どうやって出したのですか。 
Ｃ13 かけ算で考えました。 
Ｃ14 ２×４です。 
Ｔ10 Ａ・Ｂどちらも２×４でいいのかな。 
Ｃ15 Ａは、４×２です。 

かけ算は、「１つ分の数×いくつ分＝全部の数」です。

Ａは、1 つ分の数が４（４個ずつ）で、いくつ分が（２

人分）だからです。 
 

 
●等分除、包含除それぞれの問題

を、数枚取り上げ比較させる。 
 
 
 
 
 
●自分が作った問題と似ている

問題に名前のマグネットを貼

る活動を通して、それぞれの問

題の場面に着目させる。 
 
☆考 
２つの問題を比較し、除法の意味

の違いを考えている。 
 
★式は同じでも、「２人に分ける」

と「２こずつ分ける」違いを、

図や問題文から考えさせる。 
★問題の違いをわかりやすく説

明できるように助言する。 
 
 
 
 
 
 
 
●児童から、除法と乗法の関係

や、かけ算の意味「１つ分の数

×いくつ分＝全部の数」に関す

る発言が出ないときには、気付

くよう投げかける。 
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ま

と

め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ16 Ｂは、２×４です。１つ分の数が２（２個ずつ）で、

いくつ分が４（４人分）だからです。 
 
 
Ｔ11 もう一度、ＡとＢの問題を見てみましょう。 

    
 
 
 
 
 
 
 

同じ８÷２の式から２種類のわり算の問題ができま

した。Ａは何を求めるわり算ですか。 

Ｃ17 Ａは「１つ分の数」を求めるわり算です。 

Ｔ12 Ｂは何を求めるわり算ですか。 

Ｃ18 Ｂは「いくつ分」を求めるわり算です。 

Ｔ13 それでは、まとめ（分かったこと）を書きましょう。 
 
 
 
 
Ｃ19 わり算には２つの種類があることが分かりました。 
Ｃ20 同じわり算の式でも、求めるものが違います。 
Ｃ21 どちらの問題もかけ算を使って答えが求められます。 
 

■適用問題を解く 

Ｔ13 それでは、１０÷２の式になる問題を作ってみましょ

う。今度は、２種類の問題を作って下さい。分けるも

のは、いちごでなくてもいいです。自分で考えてみま

しょう。 

２種類の問題、式、答えを書きましょう。書き終わっ

たら、図も描いてみましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●Ａ、Ｂ２つの問題に児童から出

た名前をつけるなど工夫し、区

別しやすいようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●適用問題を通して、理解してい

るかどうかを評価する。 
（はじめに作った問題と、ここで

作った問題で、個人の変容を見

る。） 
☆知 
２つの除法の意味の違いを理解

している。 
１１ 評価 
・わり算には、かけ算の意味である「１つ分の数×いくつ分＝全部の数」の、「１つ分の数」を求めるわ

り算と「いくつ分」を求めるわり算の２種類があることを理解している。 

わり算は、 
○×△＝□ の ○（1 つ分の数）をもとめるわり算と 

△（いくつ分） をもとめるわり算があります。 

Ａ（1 つ分の数を求めるわり算） 

 ８÷２＝□ 

□×２＝８ 

 ↑  ↑  ↑ 
１つ分の数  いくつ分  全部の数 

 

Ｂ（いくつ分を求めるわり算） 

８÷２＝□ 

２×□＝８ 
 ↑  ↑  ↑ 

１つ分の数  いくつ分 全部の数 
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１２ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７／１ 
８このいちごがあります。 
 ８÷２の式に合う 
分け方 
・８このいちごを 
 ２人で分ける。 

 ・８このいちごを 
  ２こずつ分ける。 
 

めあて 

 
 
 
＜キーワード削除＞ 
 

● ● ● ● 
● ● ● ● 

８÷２の式になる問題を作って、 
答えをもとめましょう。 

Ａ  

８このいちごを、同じ
数ずつ２人に分けま
す。１人分は何こにな

るでしょうか。 

  ● ● ● ●  

  ● ● ● ●  
 
式 ８÷２＝４ 

答え ４こ 

２つをくらべてちがうこと 

・４こ  と  ４人 
・２人に分ける  と  ２こずつ分ける 
・（図） ４こずつ  と  ２こずつ 
・（聞かれていること） 
 １人分は何こ？  と  何人に分けられる 

わり算は  

 １つ分の数 をもとめるわり算と 

いくつ分  をもとめるわり算があります。 

まとめ 

Ｂ  
８このいちごを、１人に
２こずつ分けます。い

ちごは何人に分けられ
るでしょうか。 

 

● ● ● ● 

● ● ● ● 
 式 ８÷２＝４ 
答え ４人 

Ａ（1 つ分の数を求めるわり算） 

８÷２＝□ 

□×２＝８ 

１つ分の数 いくつ分 全部の数 

Ｂ（いくつ分を求めるわり算） 

８÷２＝□ 

２×□＝８ 

１つ分の数 いくつ分 全部の数 

 

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

12 
 


